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《商品受け渡し》  

１２ 月 ２日（月）から  

１２月２０日（金）まで  

 

 

※こちらのイラストは
　2024年度版のものになります。

※収益につきましては、あま市社会福祉協議会就労継続支援Ｂ型事業所の利用者に配分されます。

2025年版のテーマは

あま市観光です。

楽しいイラストが満載！

メモ欄が大きくて

書き込みしやすいよ！

見開きA３サイズ！
六曜付き！
前月と翌月が確認
出来て便利です！

2025年2025年

販売価格７7０円（税込み）販売価格７7０円（税込み）

障がい福祉サービス事業所

予約受付

 

※社協ホームページで実際に使用する
　イラストのイメージが見られます。
　二次元コードからアクセスしてね！

 

あま市くすのきの家
 

（土・日・祝日を除く　午前8時30分～午後5時15分）

 
購入予約・問合せ

４４６-０４５３  ☎
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最近はなかなか経験できない多世代交流の機会とな
り、高齢者は生き生きとされ、子どもは思いやりの心を育
む時間となっています。それが継続されていて、すてき
です。

ラジオ体操が、つながり作りのきっかけとなっています。参加
される方みなさん健康意識も高く、積極的に取り組まれてい
て、すてきです。

すて
きポイント!

すて
きポイント!

川部宝寿会
寺本敏憲さん

みなさまの身近にある、支えあい・助けあい活動（地域のお宝）を生活支援
コーディネーターに教えてください！後日、取材をさせていただきます。
� 【問合せ】 本所 介護支援課 地域包括支援センター　☎４４３－４２９１

あま市内のボーイスカウトの子どもたちとグループホーム
てとてニッケタウンの入居者との交流会が行われました。昨
年、クリスマスの時期に交流会が行われ、今回が２度目とな
りました。入居者からはすてきな笑みがこぼれており、口を
そろえて「楽しかった」とおっしゃっていました。保護者か
らは「子どもが高齢者と交流する機会が最近は減少してきて
いるので、本当にいい経験になったと思う」と聞くことがで
きました。グループホームとしても「施設の中身を地域の方
に知ってもらえるいい機会となった」と話されました。

月に 1回（第 3土曜日午前 9時から）河葉神社でラジオ体操を行っ
ています。参加者は回覧板を見て知ったり、友人に教えてもらい「運動
不足だからやってみようかな」「いつまでも元気でいたい」と参加され
ています。中には「ここのところ、人が集まる機会が少なくなってきた。
顔がみれると安心できていいね」と話される方もみえました。取材日は
気温も高く、代表の寺本さんが「無理せず、しんどいなら休憩、水分補
給してやりましょう」とみんなに声かけしていました。ラジオ体操が終
わると、木陰で井戸端会議する人たち、「喫茶店に行こうよ」と何人か
で行かれる方などもみえました。参加者 30名と沢山の方が参加
され賑わっていました。

甚 目 寺 地 域

ボーイスカウト・グループホーム交流会

ラジオ体操

地域のお宝紹介 地域のお宝紹介 
～あま市で見つけたつながり・支えあい活動～～あま市で見つけたつながり・支えあい活動～

ボーイスカウト
隊長 高橋雅和さん

川 部 地 域

暮らしの中にある自然な
支えあいを「地域のお宝」
として、紹介するね！

人と人とのつながりについ
て学ぶ場として地域交流の
必要性を感じていました。
この機会を大切に、交流会
を定期的に開催していきた
いと考えています。

続けることが
大切。今は月
1回やっている
が、皆からの
声があれば今
後増やしていく
ことも考えてい
きたい。
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高齢者の福祉や介護、生活支援のご相談は地域包括支援センターまでお問合せください。
問合せ 　甚目寺　☎443-4291　七宝　☎441-1681　美和　☎446-0611

あま市社会福祉協議会地域包括支援センターあま市社会福祉協議会地域包括支援センターからのお知らせからのお知らせ

　ふだんから元気に体を動かすことで、糖尿病、心臓病、
脳卒中、がん、うつなどの疾患の発症リスクを下げるこ
とができます。下の写真はあま市内の地域の集まりの紹
介です。参加してみませんか？

介護予防　生活の中に活動を取り入れましょう介護予防　生活の中に活動を取り入れましょう

令和5年度　新規相談内容（複数回答含みます） あーちゃん　まーちゃんあーちゃん　まーちゃん
「介護予防」の話「介護予防」の話

地域包括支援センターは、高齢者のみなさまの様々な悩みや相談を受けています。
ご本人さまはもちろん、ご家族やご近所にお住まいの方からの相談もできます。

よく転ぶようになったなぁ

骨折して寝こまない
ようにしたいな、、

近くでラジオ体操しとると聞いたなぁ

一緒に体を動か
すことから始めようね

どうしてかな？

運動することの効果運動することの効果

■ 介護保険制度の説明等
■ 認知症について
■ 一人暮らしについて

■ 地域資源の活用
■ 行政サービス・制度の活用
■ その他

1104

88
4640

（件）

32 30

3 食バランスを
考えた食事、

仲間と食事も大切

適度な運動、
仲間との交流
も大切
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　令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震により、甚大な被害を
受けた石川県北部地域を中心に石川県社協からの要請で、全国の社協が被災
地支援に入っています。愛知県からは１月 18日より石川県珠洲市の支援に
入っており、あま市社協からは令和６年４月 27 日～５月３日の７日間と、
令和６年６月 26日～７月２日の７日間にそれぞれ職員１名ずつ支援に入り
ました。

　被災地での支援内容　被災地での支援内容
　現地では主に災害ボランティアセンターの運営に携わりました。災害ボランティアセンターは災害時に立
ち上がり、被災地の復興の為に全国から駆け付けたボランティアと、被災をしてボランティアの助けを求め
ている住民をつなぐ役割を担っています。
　本会より派遣された職員は、電話や窓口にて被災された方からの相談受付や、実際に自宅まで赴き、現場
状況の確認などを行いました。他にも、災害ボランティアセンターではボランティアへ活動の依頼や、活動
内容に応じて軽トラックやヘルメット、シャベルなどの資材の貸し出しを行っています。

　被災地支援で聞こえた声　被災地支援で聞こえた声
　珠洲市では、最大震度６強の地震と津波の被害を大きく受けており、本会職員が派遣に入った時も、壊れ
た家屋が多く残っていたり、ライフラインの復旧が進まず、多くで断水が続いていたり、まだまだ被災の痕
跡が強く残っている状態でした。また、仮設住宅の完成も追いついておらず、被災した住民は市外や県外へ
の避難を余儀なくされました。珠洲市では住民同士の結びつきが強く、「知っている人がみんなバラバラになっ
てしまい寂しい」といった声も多く聞こえました。そんな中でもいずれまた地元の珠洲市に帰ってきたいと
思って、壊れた家の片付けなどをボランティアに依頼する方もおり、そんな思いに応えるように平日は一日
約 100名、休日は約 150名の災害ボランティアが、いち早い復興を目指して日々活動しています。

　今回の被災地支援の経験から、あま市においても万が一被災等があった時、本会として迅速に適切な対応
を図り、いち早い復旧・復興を目指せるよう、尽力していきたいと考えております。

令和６年能登半島地震  被災地支援の報告

▲�珠洲市の被害状況（珠洲市社会福祉協議
会 Facebook より抜粋）

▲災害ボランティアセンターの外観 ▲全国からの駆け付けボランティア

▲現場状況確認後のPC入力の様子

▲�ボランティア活動の様子（珠洲市社会福
祉協議会 Facebook より抜粋）

▲�相談記録作成の様子

あま市社会福祉協議会
報告者：地域福祉課　立松 英樹
　　　　介護支援課　荒井 拓海






